
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．シカ等による森林被害緊急対策事業
林業関係者と地域関係者が連携したシカ捕獲等を推進するため、シカ捕獲ポイント

の特定調査など、効率的な捕獲に必要な取組を実施、支援するとともに、再造林地で
のシカ捕獲・防護手法の実証支援や国有林野における国土保全のための広域的な
シカ捕獲を実施します。

２．森林病害虫等被害対策事業
森林病害虫等による被害抑制のため、被害が拡大している東北地方等において農

林水産大臣命令による防除を実施するとともに、地方公共団体等が行う防除を支援
します。併せて被害が拡大している地域の国有林における被害木の駆除及び薬剤の
予防散布等を実施します。

３．世界遺産の森林生態系保全対策事業
我が国の世界自然遺産の森林生態系を適切に保全管理し、世界遺産としての資

質の維持・増進を図るため、「小笠原諸島」及び「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及
び西表島」において必要な技術開発、科学的知見の収集を実施します。
＜事業の流れ＞

102 森林の総合保全対策

＜対策のポイント＞
効果的・効率的なシカ捕獲等の取組や、森林病害虫等による被害の抑制、世界自然遺産の森林生態系の保全管理を通じ、森林の総合的な保全対策
を推進します。

＜事業目標＞
○ 人工造林面積に対するシカ被害発生面積の割合［10％（令和５年度）→８％（令和１２年度）］
○ 保全すべき松林の被害率を全国的に１％未満の「微害」に抑制［毎年度目標］
○ 世界自然遺産（５地域）の指定を維持［毎年度目標］

令和９年度予算概算要求額 2,244百万円（前年度 698百万円）
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するとともに、効果的な在来植生への回復手法
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［お問い合わせ先］ （１の事業） 林野庁研究指導課 （03-3502-1063）
林野庁経営企画課 （03-6744-2321）

（２の事業） 林野庁研究指導課 （03-3502-1063）
林野庁業務課 （03-6744-2325）

（３の事業） 林野庁森林利用課 （03-3502-8520）

委託、1/2等
都道府県 （２の事業の一部）
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